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〔特別研究メモ〕

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

「
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
民

族

学

へ
の
道

」

久

保
　
正

敏

剛　

は
じ
め
に

　

一
九
七
七
年
以
降
毎
年
開
か
れ
て
き
た
谷
口
財
団
民
族
学
部
門

国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
回
を
重
ね
、
通
算
第
八
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム
が

一
九
八
四
年
九
月

一
六
日
～
二
三
日
に
わ
た
り
、
民
博
及

び
琵
琶
湖
畔
求
是
荘
で
開
催
さ
れ
た
。
　
『
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族
学

へ
の
道
』
を
テ
ー

マ
と
す
る
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
民
博
設

立
時
に
新
し
く
開
拓
す
べ
き
研
究
部
門
と
し
て
設
け
ら
れ
た
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
民
族
学
の
こ
の
間
の
成
果
を
整
理
し
、
関
連
す
る
分
野

で
研
究
を
進
め
て
い
る
内
外
研
究
者
と
の
討
論
を
通
じ
て
こ
れ
か

ら
の
方
向
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
民
族
学
の
み
で
な

く
広
く
人
文
科
学
全
般
も
視
野
に
含
ん
で
い
る
。
参
加
者
は
、
ア

メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
か
ら
招
か
れ
た

人
文
科
学
研
究

へ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
応
用
研
究
を
進
め
て
い
る
四

名

の
研
究
者
、
国
内
か
ら
は
民
博
に
お
い
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族

学

に

か

か

わ

っ
て
き

た

五
名

の
研

究

者

、

計

九
名

で
あ

っ
た

。

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
は
、

ま

ず

民

博

の
杉

田

氏
及

び

長

年

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

ズ

・
ア

ン
ド

・
ヒ

ュ
ー

マ

ニ
テ

ィ
ズ

誌

の
編

集

長

を

つ
と

め

て
き

た

ア

メ
リ

カ

の

ラ

ー

ベ

ン
氏

両

氏

に
よ

る

基

調

報

告

、

続

い

て
各

参

加

者

の
研

究

紹

介

や

問

題

提

起

、

最

後

に
総

括

討

論

と

い
う

形

で

進

め

ら

れ

、

そ

の
間

に
、

ニ

ュ
ー

メ
デ

ィ

ア
機

器

の
工

場

見

学

や

共

同

研

究

「
人

文

科

学

研

究

に
お

け

る

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

利

用
」

と

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

セ

ッ
シ

ョ
ン
な

ど

も

含

む

盛

り

だ

く

さ

ん

の
内

容

で
あ

っ
た

。

そ

の
成

果

は

い
ず

れ

ま

と

め

て

吻
§
識

肉
き
ミ
、轟

㍗

鳥良

句
ミ
ミ
翁

で
公

表

さ

れ

る

予

定

で
あ

る
が

、

本

稿

で

は
、

と

り

あ

え

ず

今

回

の

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

の
趣

旨

、

討

議
内

容

に

つ
い

て

概

略

報

告

を

行

な

う
。

ニ
　

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族
学
の
め
ざ
す
道
ー

基
調
報
告
か
ら

　

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族
学
は
、
情
報
科
学
を
道
具
と
す
る
民
族
学

と
位
置
づ
け
ら
れ
設
置
さ
れ
た
研
究
部
門
で
あ
る
が
、
当
初
は
そ

れ
ほ
ど
明
確
な

定
義
が

な
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。

し
か

し
、
こ
こ
数
年
の
民
族
学
研
究
に
お
け
る
デ
ー
タ
処
理
経
験
を
通

し
て
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
民
族
学
と
の
接
点
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら

明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
と
言
え
る
。
杉
田
氏

の
基
調
報
告
に
よ
れ

ば
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
民
族
学
と
の
関
係
は
次
の
三
点
に
ま
と
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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〔特別研究メモ〕

(
一
)
民
族
学
研
究
の
道
具
と
し
て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

　
情
報
検
索
、
統
計
処
理
、
画
像
処
理
、
音
響
処
理
な
ど
、
す
で

に
開
発
さ
れ
て
き
た
情
報
処
理
技
術
を
民
族
学
研
究
に
利
用
す
る

も

の
で
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族
学
の
出
発
点
が
こ
れ
で
あ

っ
た
。

利
用
技
術
、
可
能
性
な
ど
今
後
、
更
に
充
分
な
研
究
が
進
め
ら
れ

る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
道
具
と
し
て
使
い
や
す
い
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
な

ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
備
え
る
べ
き
か
と
い
う
、
ひ
と
り
民
族
学
の
み
に
か
か
わ

ら
な
い
重
要
な
テ
:

マ
も
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

(
二
)
民
族
学
研
究
の
方
法
論
と
し
て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

　

こ
れ
は
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
的
発
想
に
基
づ
く
新
し
い
民
族
学
研

究
方
法
論
、
す
な
わ
ち
、
観
察
や
比
較
に
基
づ
い
て
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
に
進
め
る
伝
統
的
な
方
法
論
に
か
わ
り
、
ま
ず
社
会
構
造
や
現

象
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
を
構
成
し
、
そ
れ
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
シ

ミ

ュ
レ
ー
ト
し
た
結
果
を
モ
デ
ル
構
造
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ

な
が
ら
現
実
に
適
合
し
た
モ
デ
ル
を
組
み
あ
げ
る
過
程
を
通
し
て

対
象
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
と
い
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
方
法
論

を
開
拓
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
方
法
論
を
う
ま
く
結
合

す
れ
ば
民
族
学
研
究
の

一
層
の
発
展
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

(
三
)
民
族
学
研
究
の
対
象
と
し
て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

　

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
発
展
、
利
用
に
関
わ
る
民
族
性
の
比
較
研
究

を
行
な
う
も
の
で
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
際
し
て

社
会
が
ど
う
反
応
し
、
ど
う
影
響
を
受
け
る
か
と
い
う
視
点
で
民

族
性
、
国
民
性
を
比
較
し
、
そ
こ
か
ら
対
象
と
な
る
社
会
構
造
の

理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
や
が
て

も

っ
と
広
範
な
、
物
質
文
化
、
科
学
技
術
と

い
う
断
面
か
ら
見
た

人
間
社
会
の
研
究

へ
と
発
展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
杉
田
氏
に
よ
る
右
の
よ
う
な
基
調
報
告

に
続
き
、
ラ
ー
ベ
ン
氏

の
基
調
報
告
で
は
、
民
族
学
研
究
が
対
象
と
す
る
多
様
、
多
次
元

の
情
報
を

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
ど
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
て
入

力
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
べ
き
か
と

い
う
問
題
に
対
し
、
連

想
、
推
論
と
い
っ
た
人
工
知
能
研
究
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。

三
　
人
文
科
学
研
究

へ
の
様
々
な

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用

　
基
調
報
告
に
続
い
て
各
参
加
者
の
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
海
外

の
参
加
者
か
ら
は
、
バ
:
ナ
ー
ド
氏
に
よ
る
、
博
物
館
収
蔵
品
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
お
い
て
収
蔵
品
の
持

つ
種
々
の
属
性
問
の

関
係
を
表
現
す
る
手
法
に

つ
い
て
の
報
告
、

リ
ー
ガ
ー
氏
に
よ

る
、
文
献
中
の
語
彙
の
出
現
頻
度
か
ら
語
彙
間
の
類
似
度
を
算
出

す
る
計
算
言
語
学
的
手
法
の
紹
介
と
人
工
知
能
研
究

へ
の
適
用
可

能
性
に
つ
い
て
の
報
告
、
,ハ
ウ
ゲ
氏
に
よ
る
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お

け
る
考
古
学
、
歴
史
学
の
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
等
の
コ
ン
ビ
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〔特別研究メモ〕

ユ
ー

タ
を
利
用
し
た
人
文
科
学
研
究
の
紹
介
、
な
ど
主
に
言
語
処

理
や
文
字
処
理
を
中
心
に
し
た

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用
研
究
が
報
告

さ
れ
た
。

　
国
内
か
ら
は
、
江
口
氏
に
よ
る
、
民
族
学
研
究
者
と
情
報
科
学

研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
体
制
の
重
要
性
の
指
摘
、
八
村
氏
に
よ

る
、

人
文
科
学
研
究
に
お
け
る
画
像
処
理
の
重
要
性
の
指
摘
と
そ

の
数
々
の
研
究
成
果
の
報
告
、
久
保
に
よ
る
、
民
族
学
に
お
け
る

映
像
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
良
好
な
マ
ン

・
マ
シ
ン

・
イ
ン
タ
フ

ェ
ー

ス
の
必
要
性
の
指
摘
、
山
本
氏
に
よ
る
、
民
族
学
研
究
者
に

と

っ
て
使
い
や
す
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
問
題
提
起
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
た
。

　
海
外
か
ら
の
発
表
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
純
情
報
科
学
寄
り
の

内
容

で
あ

っ
た
の
に
比
べ
、
国
内
か
ら
の
発
表
は
人
文
科
学
研
究

者
と

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
考
え
る
視
点
が
明
確

で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　
ノ

四
　

総

括

討

論

と

ま

と

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

籍
d
.
窺
.
、

　

最

終

日

に
は

、

梅

棟

館

長

も

ま

じ

え

て

総

括

討

論

が

行

な

わ

れ

、

多

様

な

民

族

学

情

報

の
デ

ー

タ

ベ
ー

ス
化

の
難

し

さ
、

日
本

語

処

理

の
難

し

さ

と

い

っ
た

実

際

的

問

題

の
討

議

の
中

か

ら
、

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

使

っ
た

ロ
ボ

ッ
ト

や

教

育

機

器

な

ど

の
導

入

嬉

際

し

て

の
西

欧

人

と

日
本

人

の
態

度

の
違

い
な

ど

も

指

摘

さ

れ
、

前

に
(三
)
で
述
べ
た
民
族
学
研
究
の
対
象
と
し

て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

と
い
う
お
も
し
ろ
い
議
論
に
及
び
か
け
た
が
、
時
間
の
制
約

で
不

充
分
に
終

っ
た
の
は
残
念
で
あ

っ
た
。

　
ラ
ー
ベ
ン
氏
が
最
後
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め

て
、
今
後
と
も
人
文

科
学
研
究
者
と
情
報
科
学
研
究
者
と
の
国
際
的
な
共
同
討
議
、
共

同
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
二
者
の
境
界
領
域

で
あ
る

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
民
族
学
に
は
、
め
ざ
ま
し
い
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
の
進
展
が
人
間

生
活

へ
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
の
重
要
な
指

摘
が
あ

っ
た
。

　
か
く
し
て

一
週
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
ほ
ぼ
所
期
の

目
的
を
果
た
し
て
閉
幕
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
様

々

の
議
論
が
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族
学
を
発
展

さ
せ
て
ゆ
く
う
え
で
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

疑
い
な
い
。
我
々
は
、
基
調
報
告
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
三
つ
の
視

点
の
う
ち
、
ま
ず
(
一
)
に
よ

っ
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族
学
の
基
礎

を
確
立
し
、
(
二
)
、
(三
)
に
よ

っ
て
本
格
的
な
民
族
学

へ
と
昇
華

さ
せ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
、
運
営

に
多
大
な
労
を
割
い

て
い
た
だ
い
た
谷
口
財
団
、
千
里
文
化
財
団
、
組
織
委
員
会
、
実

行
委
員
会
の
関
係
諸
氏
に
あ
つ
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ

る
。

(第

五
研
究
部
)
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月　 日

〔特別研究メモ〕

シンポジウムの発表者 とテーマ

発　　表　　者 ア 　 　　ー 　　 　マ

1984年

9月17日 司会 ・岩 田慶治(民 博)

　 　　梅樟忠夫(民 博)

〈1>座 長 ・岩田慶治(民 博)

　　　(基調報告)

　　　　　 杉 田繁治(民 博)

ジ ョセ ブ ・ラー ペ ン

(パ ラダ イ ム ・プ レス)

開会の辞

民族学研究 におけるコンピュータ
ー道具および対象 として

コンビ斗一タ民族学
一人文科学からの視点

9月18日 〈2>座 長 ・ジ ョス タイ ン ・ハ ウゲ

　 　 (人 文科 学 デ ー タ ・セ ン ター)

八村廣三郎(京都大学) 人文科学における画像処理 と コンピュ
ー タ ・グ ラフィックス

〈3>座 長 ・杉 田繁治(民 博)　　 共同討議

9月19日 〈4>座 長 ・バ ーガー ド・リーガー

　　　　　　　 (ドイツ技術大学)

久保正敏(民 博) 民族学研究における映像情報検索シス
テム

9月21日 〈5>座 長 ・ル ー ・バ ー ナ ー ド

　 　 　 　 (オ ック スフ ォー ド大学)

江 ロー久(民 博)

〈6>座 長 ・久保正敏(民 博)

　 ル ー ・バ ー ナ ー ド

(オ ック スフ ォー ド大学)

〈ワ〉座長 ・山本泰則(民 博)

バ ー ガ ー ド ・リー ガ ー

　 　 (ド イ ツ技 術 大 学)

フ ィー ル ドワ ー カー と コ ン ピュ ー タ

ー エ ン ドユ ーザ か ら見 た コ ン ピュ ー タ

民 族 学

知識ベースかデ ータベースか?
一民族学におけるコンピュー タの応用

知識表現か ら見 たコンピュー タ言語学

と文字情報処理
一 その発展 ・現状 ・将来像

9月22日 <8>座 長 ・八村廣三郎(京都大学)

　 　 ジ ョス タイ ン ・ハ ウゲ

(人 文科 学 デ ー タ ・セ ン ター)

〈9>座 長 ・ル ー ・バ ー ナ ー ド

(オックスフォー ド大学)

　山本泰則(民 博)

ノル ウェーの人文科学におけ るコンピ

ュータ利用
一 その過去 と未来の展望

民族学者 とプ ログラミング

9月23日 〈10>座 長 ・ジョセブ ・ラーベ ン　 総括討論

(1¥°ラダ イ ム ・プ レ ス)


